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▲「広報みのかも」特集
　「甦れ！中山道」 
　（1987年7月1日）

▲「平成中山道太田宿
　かわらばん」建設計画編
　（2004年11月26日）

▲「きそがわ日和」記録集（2011年）

　2010年 4月、中山道太田宿の町家を活用したアートイベント「き
そがわ日和」が市民団体によって開催され、その活動は翌年から「川
の家、町の家プロジェクト」などへと本格化し、あまり観光地化さ
れていない宿場の建物や風情を生かした木曽川の流れとともに心地
よい空間を楽しめるアートプログラムが展開されています。木曽川
と太田宿の潜在的な力や魅力を掘り起こすこの活動は、大きな刺激
となり、現在もさまざまな動きへとつながっています。


